
有明工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 微生物工学
科目基礎情報
科目番号 0056 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 微生物学；青木建次 編著／化学同人
担当教員 出口 智昭
到達目標
１．微生物の一般的な性質を理解する．
２．微生物の培養法や取り扱い法を理解する．
３．微生物を利用する工業技術について理解する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 微生物の一般的な性質を理解し詳
細に説明できること．

微生物の一般的な性質を理解し説
明できること．

微生物の一般的な性質を理解し説
明できない．

評価項目2 微生物の培養法や取り扱い法につ
いて詳細に説明できること．

微生物の培養法や取り扱い法につ
いて説明できること．

微生物の培養法や取り扱い法につ
いて説明できない．

評価項目3 微生物を利用する工業技術につい
て詳細に説明できること．

微生物を利用する工業技術につい
て説明できること．

微生物を利用する工業技術につい
て説明できない．

学科の到達目標項目との関係
学習教育到達目標 B-2
教育方法等

概要

人類は微生物を利用し様々な恩恵を受けて来た．現在でも食品生産，医薬品生産，環境浄化など様々な分野において微
生物が利用されている．また，近年においては微生物は遺伝子操作等の基礎研究においても必要不可欠なものとなって
いる．しかしながら，微生物は人間に対して常に有益なものではなく，食品の腐敗の原因となったり，生体内において
は微生物によって病気になり，場合によっては微生物の産出する毒素等によって生命を奪われることもある．このため
に微生物を様々な工学的分野で有効に利用するためには微生物について理解することは重要である． 本科目の目標は生
物工学の基本となる微生物について微生物の生物界における位置付け，微生物の分類，微生物の培養，取り扱い方法等
の基礎的な微生物学が十分理解できること．続いて微生物に関して基礎的な性質について理解した上で，微生物工業の
実例を取り上げ微生物の工業的利用や技術，研究法ついて理解できることである．

授業の進め方・方法 講義を中心に授業を進める。
理解度を高めるためにいくつかの課題プリントを配布する．

注意点 生物化学，生物工学基礎，生体触媒工学など生物系の専門科目と関連が深いため，関連科目の理解度を高めておくこと
．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバス説明
微生物学の背景

微生物の発見から微生物利用の主な歴史ついて理解す
る．

2週 微生物の種類と特性Ⅰ 原核微生物の種類と特徴について理解する．

3週 微生物の種類と特性Ⅱ 真核微生物（カビ、酵母）の種類と特徴について理解
する．

4週 微生物の取り扱い 微生物の無菌操作，安全対策及びバイオハザードにつ
いて理解する．

5週 微生物の培地と栄養源 培地の栄養成分，培地の特性について理解する．

6週 微生物の培養 培養条件，培養方法につて理解する．自然界からの微
生物の分離法について理解する．

7週 微生物の培養
微生物の増殖

微生物の増殖（増殖曲線），増殖の測定法について理
解する．

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 テスト返却
微生物の改良

中間テストの範囲の内容で理解不足であったところ
（テストで明確化されたところ）の内容を正確に理解
する．
微生物の育種方法（突然変異，遺伝子組み換え，細胞
融合）について説明できる

10週 変異株の分離法 変異株の分離法について理解する．

11週 微生物による醸造 アルコール発酵について説明でき，その醸造への利用
について理解する．

12週 食品加工と微生物 食品加工と微生物の関係について理解する．

13週 微生物による生理活性物質の生産 抗生物質や生理活性物質とその微生物による生産につ
いて理解する．

14週 微生物による環境浄化 微生物を用いた廃水処理・バイオレメディエーション
について理解する．

15週 前期末試験

16週 テスト返却と解説
期末テストの範囲の内容で理解不足であったところ
（テストで明確化されたところ）の内容を正確に理解
する．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 生物工学

原核微生物の種類と特徴について説明できる。 3
真核微生物(カビ、酵母)の種類と特徴について説明できる。 3
微生物の増殖(増殖曲線)について説明できる。 3



微生物の育種方法について説明できる。 3
微生物の培養方法について説明でき、安全対策についても説明で
きる。 3

アルコール発酵について説明でき、その醸造への利用について説
明できる。 3

食品加工と微生物の関係について説明できる。 3
抗生物質や生理活性物質の例を挙げ、微生物を用いたそれらの生
産方法について説明できる。 3

微生物を用いた廃水処理・バイオレメディエーションについて説
明できる。 3

遺伝子組換え技術の原理について理解している。 3
バイオテクノロジーの応用例（遺伝子組換え作物、医薬品、遺伝
子治療など）について説明できる。 2

バイオテクノロジーが従来の技術に対して優れている点について
説明できる。 2

遺伝子組み換え技術のリスクと安全策について説明できる。 2
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


